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⾃⼰紹介
⻄澤 祐介
アマゾンウェブサービスジャパン
プロフェッショナルサービス本部
ビッグデータコンサルタント

エンタープライズのお客様を中⼼に、
データ基盤の企画・⽅針策定、BI による
データ活⽤推進のお⼿伝いをしております。
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Agenda

⽣成 AI の概要と AWS ⽣成 AI スタック

⽣成 AI ✕ AWS アナリティクスサービス

⽣成 AI によって変わっていくデータアナリティクス

⽣成 AI×AWS に可能性を感じる、⽣成AI 時代のアナリティクスに備える
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Agenda

⽣成 AI の概要と AWS ⽣成 AI スタック

02 ⽣成 AI ✕ AWS アナリティクスサービス

03 ⽣成 AI によって変わっていくデータアナリティクス
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⽣成 AI とは ︖

• ⼈⼯知能 ∈ ⽣成 AI

• ⽣成AIモデルは、主にニューラルネットワーク、
ディープラーニング技術の発展系

• ⼤量のデータ、パラメータをベースとし、
⼤量の計算リソース、時間、コストを必要とする

• 予測・分類 ＜ 新しいコンテンツの⽣成

機械学習

ニューラル
ネットワーク

ディープ

ラーニング

PB 単位の
トレーニング
データ

数千時間の

GPU 時間

数十億の

モデル
パラメータ

⽣成 AI
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AWS は⽣成 AIアプリケーション開発を強⼒に⽀援

エンドツーエンドのデータガ
バナンス機能、ユーザーと
LLM 間の規制機能により、 
責任ある AI を達成可能に

Zero-ETL※を含むデータ統合
の様々なオプションにより、
すべてのデータに簡単に接続

構造化データ、⾮構造化データ、
ベクターデータの保存と
クエリを⾏うための
包括的なサービスセット

包括 統合 ガバナンス

※ ETL データパイプラインの開発を必要とせずに、
Redshift等のDWHと統合が可能
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AWS ⽣成 AI スタック

FMのトレーニングと推測のためのインフラストラクチャ

GPUs AWS 
Inferentia

AWS 
Trainium

Amazon 
SageMaker

Amazon EC2 
Capacity Blocks

AWS 
Neuron

Amazon EC2 
UltraClusters

Elastic Fabric 
Adapter (EFA)

AWS 
Nitro

LLMsと他のFMsを用いたツールの構築

Amazon Bedrock

ガードレール エージェント カスタマイズ

LLMと他のFMを利用するアプリケーション

Amazon Q
Business   

Amazon Q
Developer

Amazon Q in 
QuickSight

Amazon Q in 
Connect  

幅広いモデルの
選択肢を提供

⾼パフォーマンス
かつ低コストの

インフラストラクチャ

⽣成 AI を活⽤した
極めて有能なアシスタント Amazon Q generative SQL

in Amazon Redshift Query Editor
Amazon Q 
data integration in AWS Glue

Amazon Q
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AWSの生成AIを搭載した
アシスタントで働き方を改革

Amazon Q

Amazon Q
Business

Amazon Q
Developer

Amazon Q
in Connect

Amazon Q
in AWS Supply 
Chain

Amazon Q 
in QuickSight
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Agenda

01 ⽣成 AI の概要と AWS ⽣成 AI スタック

⽣成 AI ✕ AWS アナリティクスサービスの可能性

03 ⽣成 AI によって変わっていくデータアナリティクス
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データエンジニアリング データ活用

データマネジメント

収集・変換 データ分析・可視化

主な AWS アナリティクスサービススタック

保存

提供

データソース

Amazon S3

Amazon Aurora

Amazon DynamoDB

Amazon Kinesis 
& Amazon MSK

Amazon RedshiftAmazon EMRAWS Glue
Amazon QuickSight

AWS Lake Formation Amazon DataZone

Amazon AthenaAmazon Redshift
クエリエディタ

データエンジニア データアナリスト ビジネスユーザー
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データマネジメント

データエンジニアリング

収集・変換

データ活用

主な AWS アナリティクスサービススタック

保存

提供

データソース

データ分析・可視化

Amazon S3

Amazon Aurora

Amazon DynamoDB

Amazon Kinesis 
& Amazon MSK

Amazon RedshiftAmazon EMRAWS Glue
Amazon QuickSight

AWS Lake Formation Amazon DataZone

Amazon AthenaAmazon Redshift
クエリエディタ

データエンジニア データアナリスト ビジネスユーザー
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イノベーション加速のために必要なガバナンス

データを安全に保護 適切な監査と管理適切なデータを
検索、アクセス、共有
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データプロジェクトを通じて特定の
ビジネスユースケースを解決

組織全体のガバナンスを⼀箇所で管理

ビジネスコンテキストに基づいたデータ
(ビジネスメタデータ) をカタログ化

組織内の誰もが簡単に分析にアクセス

Amazon 
DataZone
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ビジネスメタデータ管理における課題
データの発⾒性を⾼め、データを理解するのにビジネスメターデータは極めて重要
しかし、⼿動管理が多く、データの更新に追従するのは⾮常に労⼒がかかる

メタデータ

ビジネスやデータの定義、データの使⽤⽅法 etc

スキーマ、データリネージ、DAG etc

地理コードや内部カレンダー等のルックアップデータ etc

パイプラインにおける実⾏・エラーログ etc

ビジネスメタデータ

テクニカルメタデータ

オペレーショナルメタデータ

参照メタデータ
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コンテキストに沿ったデータの説明を⽣成

データの使⽤⽅法に関する推奨事項を提供する

データ内の潜在的なリスクの可視性を上げる

AI recommendations
for descriptions in
Amazon DataZone

N E W
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イメージ
AI recommendations
for descriptions in Amazon DataZone
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Sample データ

login_time user_id device_type

2024/01/03 15308 iOS

2024/01/23 3074 iOS

2024/01/26 3252 Android

2024/01/16 2084 Android

2024/02/20 23851 Android

payment_time user_id plan amount

2024/04/01 79677 Free 0

2024/04/01 84925 Free 0

2024/04/01 40442 Entry 500

2024/04/01 54847 Standard 2000

2024/04/01 9443 Advanced 5000

user_id registered_date gender birth_date

11972 2023/12/01 female 1988/09/24

11984 2023/12/01 male 1986/01/03

37517 2024/03/01 female 2011/07/20

50348 2024/03/01 female 1979/04/20

75944 2024/04/01 female 2012/04/21

AIコーチといつでも気軽に英語のスピーキング練習ができる、AI英会話アプリ

ログインログ 課⾦ログ 会員マスタ
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※ 翻訳後のイメージとなります
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概要の⽣成内容 (概要セクションの抜粋)
saas_ai_en_loginsテーブルは、SaaS（Software-as-a-Service）アプリケーションに
おけるユーザのログイン・アクティビティの詳細を取得します。 テーブルには3つの
カラムがあります︓
user_id
システム内の各ユーザに割り当てられた⼀意の識別⼦。 
ユーザ・セッションおよびアクティビティを特定のユーザに帰属させることができま
す。
login_time
ユーザーがいつシステムにログインしたかを⽰すタイムスタンプ。 
時間の経過に伴うユーザ・アクティビティの詳細を取得します。
device_type
デスクトップ、モバイル、タブレットなど、ユーザがログインしたデバイスのカテゴ
リ。さまざまなデバイス間でユーザがどのようにシステムとやり取りしているかにつ
いての洞察を提供します。
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概要の⽣成内容 (使⽤例セクションの抜粋)
以下は、saas_ai_en_logsテーブルの潜在的なユースケースと想定されるエンドユーザ
の説明です︓

（中略）

user_idを他のイベントと相互参照することで、ユーザージャーニーをより全体的に⾒
ることができます。アナリストはログインを下流のアクションに結びつけ、ログイン
後のエンゲージメントや離脱率を定量化できます。このようなファネル分析は、ユー
ザーのアクティベーションとリテンションを⾼めようとするプロダクトマネージャー
にとって極めて重要です。

device_typeデータにより、アナリストや開発者はプラットフォーム間のエンゲージメ
ントを⽐較できます。これにより、モバイルアプリ開発、レスポンシブデザイン、デ
バイスごとの最適化など、最⾼のユーザー体験を提供するための優先順位が決まりま
す。
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※ 翻訳後のイメージとなります

スキーマの説明欄への反映
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データエンジニアリング

収集・変換

データ活用

主な AWS アナリティクスサービススタック

データマネジメント

保存

提供

データソース

データ分析・可視化

Amazon S3

Amazon Aurora

Amazon DynamoDB

Amazon Kinesis 
& Amazon MSK

Amazon RedshiftAmazon EMRAWS Glue
Amazon QuickSight

AWS Lake Formation Amazon DataZone

Amazon AthenaAmazon Redshift
クエリエディタ

データエンジニア データアナリスト ビジネスユーザー
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ETL 開発における課題

複雑化する環境の中で、開発効率を上げていく必要性がある

データサイロにより、
複数のデータソースに
対応する必要性

異なるフォーマットの
変換・統合

リアルタイムデータ
の統合
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ü データパイプラインの開発に
⾃然⾔語を使⽤可能

ü ETL ジョブを⾃動⽣成

ü データパイプライン開発に
関する質問への即時ヘルプ

Amazon Q 
data integration 
in AWS Glue

G E N E R A L L Y  A V A I L A B L E

AMAZON Q DEVELOPER
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Amazon Q による ETL ジョブ開発の効率向上

Amazon Q chat experience AWS Glue Studio notebook experience

Script EditorとNotebookインターフェース上でシームレスに
Amazon Qの支援を得ることが可能
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⾃然⾔語を使⽤してジョブを作成するための新しい機能

複数のソース、宛先、データ変換を持つ複雑なデータ統合ジョブを⽣成可能

CSV、JSON、Parquet形式でのS3データレイクへのロード、
Apache Hudi、Apache Iceberg等のオープンテーブル形式への取り込み
ジョブを⽣成可能

20以上のデータソースに接続可能

多くのデータソース、出力フォーマットに対応した複雑なパイプラインを
自然言語を使用して生成可能

RDB :  PostgreSQL、MySQL、Oracle
DWH :  Amazon Redshift、Snowflake、Google BigQuery
Other :  AWS Glue Data Catalogで定義されたテーブル etc
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イメージ
Amazon Q data integration in AWS Glue



© 2024, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

“ S3からParquet形式でデータを読み込み、
いくつかのフィールドを選択したい。

また、DynamoDBからデータを読み込んで、
いくつかのフィールドを選択し、

いくつかの⾏をフィルタリングしたい。

これら2つのデータセットを結合して、
結果をRedshift Serverlessに書き込みたい。”

プロンプト

Amazon S3

Amazon DynamoDB

フィールド
選択

⾏
フィルタ

Parquet

フィールド
選択

Amazon Redshift
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(省略)

# Script generated for node S3DataSource
S3DataSource_dsource1 = 
glueContext.create_dynamic_frame.from_options(

format_options={},
connection_type="s3",
format="parquet",
connection_options={"paths": ["<my-path>"]},
transformation_ctx="S3DataSource_dsource1",

)

# Script generated for node DBBDataSource
DBBDataSource_dsource2 = 
glueContext.create_dynamic_frame.from_options(

connection_type="dynamodb",
connection_options={

"dynamodb.export": "ddb",
"dynamodb.s3.bucket": "<my-bucket>",
"dynamodb.s3.prefix": "<my-s3-prefix>",
"dynamodb.tableArn": "<my-table-arn>",
"dynamodb.unnestDDBJson": True,
"dynamodb.s3.bucketOwner": "<account-id-of-

bucket>",
},
transformation_ctx="DBBDataSource_dsource2",

)

(省略)

# Script generated for node SelectFieldsTransform
SelectFieldsTransform_transform1 = SelectFields.apply(

frame=S3DataSource_dsource1,
paths=["<fields-to-select>"],

transformation_ctx="SelectFieldsTransform_transform1",
)

# Script generated for node SelectFieldsTransform
SelectFieldsTransform_transform2 = SelectFields.apply(

frame=DBBDataSource_dsource2,
paths=["<fields-to-select>"],

transformation_ctx="SelectFieldsTransform_transform2",
)

# Script generated for node FilterTransform
FilterTransform_transform3 = Filter.apply(

frame=SelectFieldsTransform_transform2,
f=lambda row: (row["<column1>"] == 0),
transformation_ctx="FilterTransform_transform3",

)

(省略)

# Script generated for node UnionTransform
UnionTransform_union = sparkUnion(

glueContext,
unionType="",
mapping={

"source1": FilterTransform_transform3,
"source2": SelectFieldsTransform_transform1,

},
transformation_ctx="UnionTransform_union",

)

# Script generated for node RedshiftDataSink
RedshiftDataSink_dsink = 
glueContext.write_dynamic_frame.from_options(

frame=UnionTransform_union,
connection_type="redshift",
connection_options={

"redshiftTmpDir": "<my-s3-temp-dir>",
"useConnectionProperties": "true",
"aws_iam_role": "arn:aws:iam::111111:role/*****",
"dbtable": "public.<my-table>",
"connectionName": "<my-connection>",

},
transformation_ctx="RedshiftDataSink_dsink",

)

job.commit()

⽣成されるコードのイメージ
データソース読み込み 項⽬選択、⾏フィルタ UNION、ターゲットへのロード
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データ活用

データ分析・可視化

データエンジニアリング

収集・変換

主な AWS アナリティクスサービススタック

データマネジメント

保存

提供

データソース

Amazon S3

Amazon Aurora

Amazon DynamoDB

Amazon Kinesis 
& Amazon MSK

Amazon RedshiftAmazon EMRAWS Glue
Amazon QuickSight

AWS Lake Formation Amazon DataZone

Amazon AthenaAmazon Redshift
クエリエディタ

データエンジニア データアナリスト ビジネスユーザー
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Amazon Redshift クエリエディター V2
S Q L  を使⽤してデータを探索および分析するための無料のウェブベースのツール

ü スキーマとテーブルの参照、作成
ü ローカルデータ読み込み
ü クエリスケジューリング
ü データロード中のスキーマ推論

ü Notebook インターフェースで、
クエリの作成、整理、注釈付けが可能

ü グラフによるクエリ結果の視覚化

ü IdP によるシングルサインオン
ü クエリ履歴
ü オートコンプリート機能
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ビジネス側での活⽤が進む際に起きる課題

AsIs

データアナリスト
にレビューを
依頼する

必要に応じて
⾃分で集計できる

ToBe

データアナリスト
に依頼する

データアナリスト
に依頼する

データアナリストの作業を効率化し、
ビジネスユーザー側で⼀部の集計・分析を担う必要がある

複雑なビジネスロジック、
ビジネスコンテキスト
の解釈に基づく集計

⼀般的に計算定義が
統⼀されている簡単な集計
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自然言語で格納データのコンテキストを推測し、カスタム SQL コードを生成

開発⽣産性の向上
⾃然⾔語でクエリリクエストを送信することで、
会話型インターフェイスで SQL を⾃動で作成

データコンテキストを推測
組織の複雑なデータベースを理解していなくて
も、カスタム SQL を⽣成

安全なアクセス制御
⼀貫したデータガバナンス、コンプライアンスに
より、柔軟なユーザーアクセス制御を提供

⽣成精度は継続的に向上
クエリ履歴へのアクセスにより、アカウント固有
の SQL ⽣成の精度が向上

Amazon Q Generative SQL in Amazon Redshift クエリエディター

※ Generative SQL によって処理されたコンテンツは、サービス向上のために保存・使用されることはありません
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データ活用

データ分析・可視化

データエンジニアリング

収集・変換

主な AWS アナリティクスサービススタック

データマネジメント

保存

提供

データソース

Amazon S3

Amazon Aurora

Amazon DynamoDB

Amazon Kinesis 
& Amazon MSK

Amazon RedshiftAmazon EMRAWS Glue
Amazon QuickSight

AWS Lake Formation Amazon DataZone

Amazon AthenaAmazon Redshift
クエリエディタ

データエンジニア データアナリスト ビジネスユーザー
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BI 利活⽤における課題

BI ツールが⾼機能になるほど、
クリックやドラッグ&ドロップ回数
が増え、作業効率が悪くなる

データから得られた疑問を深堀る機会
が限られる ( 追加の分析をアナリストに
依頼する必要がある )

BI ツールの独⾃の仕様を理解する
必要がある

ビジネスレポート作成に時間がかかる
( ダッシュボードから情報を切り貼り、
独⾃の考察等を添える、体裁を整える etc )

データアナリスト ビジネスユーザー

開発効率化 データ活⽤の簡易化・効率化
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Generative BI capabilities in 
Amazon QuickSight
A M A Z O N  Q  I N  Q U I C K S I G H T ,  N O W  G E N E R A L L Y  A V A I L A B L E

G E N E R A L L Y  A V A I L A B L E
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Generative BI 機能

⾃然⾔語によるデータストーリーテリング⽣成

⾃然⾔語によるデータとの対話 (data Q & A)

ダッシュボード開発の効率化

ダッシュボードに⾃然⾔語で問合せを⾏いインサイトの抽出が可能

アクショナブルなアドホックレポート簡単に作成可能

Powered by 
Amazon Bedrock

⾃然⾔語によるダッシュボード作成⽀援
データアナリスト 向け

ビジネスユーザー 向け

ビジネスユーザー 向け
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⾃然⾔語によるダッシュボード作成

ビジュアルのドラフト⽣成
曖昧な問合せであってもビジュアルを⽣
成し、ダッシュボードに追加可能

データアナリスト 向け
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⾃然⾔語によるダッシュボード作成

計算フィールドの作成もお任せ
特定の構⽂を調べたり学んだりしなく
ても、簡単に計算を作成可能

ビジュアルのドラフト⽣成
曖昧な問合せであってもビジュアルを⽣
成し、ダッシュボードに追加可能

データアナリスト 向け
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⾃然⾔語によるダッシュボード作成

ダッシュボードを数秒で微調整
フォーマットの変更を⾃然⾔語
で指定することで、ビジュアル
をカスタマイズ可能

ビジュアルのドラフト⽣成
曖昧な問合せであってもビジュアルを⽣
成し、ダッシュボードに追加可能

計算フィールドの作成もお任せ
特定の構⽂を調べたり学んだりしなく
ても、簡単に計算を作成可能

データアナリスト 向け
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ü シンプルな Q&Aインターフェースを
提供し、推奨される質問リストから
データへの問合せをサポート

ü あいまいな質問であっても回答を⽣成

⾃然⾔語によるデータとの対話 data Q&A 

ü 回答においては、 インサイトの要約と
同時にマルチビジュアルで回答を⽣成

ü ダッシュボードの主要なインサイトを抽
出し、トップムーバーや異常値等を瞬時
に判断可能

エグゼクティブサマリー機能

質問のサポート

コンテキストのある回答

ビジネスユーザー 向け
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⾃然⾔語によるデータストーリーテリング⽣成
アクションを促進するインパクトのあるデータストーリーテリング

常に最新のレポートにアクセス可能

ストーリーのカスタマイズ

QuickSight ユーザーとすばやく簡単に共有、いつで
もデータを更新可能

インサイトの自動生成

説明⽂をカスタマイズし、好みのビジュアルテーマを
選択可能

データから発⾒事項を抽出し、結論を導き出して意思
決定を⽀援

ストーリーの自動生成
わずか数語でデータを分析し、まとまりがあり、構造化
されたストーリーを⽣成

ビジネスユーザー 向け



© 2024, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

イメージ
Amazon Q in QuickSight
⾃然⾔語によるデータストーリーテリング⽣成
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ビジネスユーザー 向け
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※ 翻訳後のイメージとなります

ビジネスユーザー 向け
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※ 翻訳後のイメージとなります

ビジネスユーザー 向け
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※ 翻訳後のイメージとなります

ビジネスユーザー 向け
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Agenda

01 ⽣成 AI の概要と AWS ⽣成 AI スタック

02 ⽣成 AI ✕ AWS アナリティクスサービス

⽣成 AI によって変わっていくデータアナリティクス
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データアナリティクスにおける認知的⾶躍の加速
G E N E R A T I V E  B I  A C C E L E R A T E  C O G N I T I V E  L E A P

仮説

意思決定・実⾏

解釈解釈

分析

分析

Generative BI Capabilities in Amazon Q

Dataとの対話

要約・⼀般化

データストーリーによる
実⾏プランの提⽰

意思決定・実⾏

⼈ AI

アイデア出し

アイデア出し
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ビジネスユーザー
の知識・スキル

データアナリストの
知識・スキル

データアナリストとビジネスユーザーの関係の変化
ビジネスユーザーとデータアナリストの同化がより⼀層進む可能性

Before ⽣成 AI 時代 After ⽣成 AI 時代

仮説構築⼒・論理的思考⼒
客観的な解釈・判断能⼒

ドメイン知識
データ分析・可視化スキル

⽣成AI

分業 融合
ビジネスユーザー は 意思決定 を
データアナリスト は データ分析 を

ビジネスユーザー は データ分析 を
データアナリスト は 意思決定 を
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データアナリストに求められるもの

⽣成AI フレンドリな基盤構築⼒ AIが回答をするのに必要な環境、データを
準備できる⼒ ( ≒ データマネジメントスキル )

⽣成AI へのインプット⼒ 問いを⽴てる⼒、ドメインに対する深い理解と AI 
に問い合わせるための構造化⼒が重要

⽣成AI との共存姿勢 ⾃⾝の知識・経験とAIの判断・提案から、新たなひ
らめきと仮説を⽣み出し、アイデアに磨きをかける
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Key Takeaways

開発効率向上

⺠主化の加速

認知的⾶躍の加速

Amazon Q data integration in AWS Glue

Amazon Q Generative SQL in Amazon Redshift Query Editor 

AI recommendations for descriptions in Amazon DataZone

Generative BI in Amazon QuickSight

アナリティクス

ETL開発

データマネジメント

⽣成AIは、データ分析を効率化・⾼度化し、
データ分析の技術ハードルを下げることでその裾野が急速に拡⼤する
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Experience the Power of Generative BI Now!

Generativi BI の概要を掴むのにおすすめのワークショップご案内
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Thank you!
Yusuke Nishizawa
@zwt1n




